
イヌイット語を話す人々
(リレー連載・先住民たちの現在 8)

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2015-10-26

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 岸上, 伸啓

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/5780URL



　

カ

ナ
ダ

の
極
北

地
域

の
中

部

か
ら

西
部

に

か
け

て

の
沿

岸
地

域

に

イ
ヌ

イ

ッ
ト
と
呼

ば

れ
る
先

住

民
が
住

ん

で

い
る
。

か

れ
ら

の
言
葉

は

エ
ス
キ

モ
ー
語

族

に
属

す

る
イ

ヌ
ク

テ
ィ

ト

ゥ
ッ
ト

で
あ

る
が
、

地

域
ご

と

に
か

な
り

の
方
言

的

な
差

が
認

め
ら

れ

る
。

2
0

0
1
年

現

在
、

カ

ナ
ダ

に
は
約

4

万

5
0

0
0
人

の
イ

ヌ
イ

ッ
ト
が

い
る
。

村

や
町

、
地

域

に
よ

っ
て
違

い
が
見

ら
れ

る
が
、

こ
の
う

ち

65
%
以

上

の
人

々
が

イ

ヌ
イ

ッ
ト
語

を

日
常
生

活

に
使

用
し

て

い
る
。

カ

ナ

ダ

の
ヌ

ナ
ヴ

ー
ト
準

州

や
ケ

ベ

ッ
ク
州
極

北
部

ヌ

ナ
ヴ

ィ
ク
地

域

に

話

者

が
集
中

し

て

い

る
。

　

紀

元

10
世
紀

ご

ろ

に
ア

ラ

ス
カ

の
沿
岸

部

に
出

現
し

た
捕

鯨
を

基

盤

と

す

る
チ

ュ
ー

レ
文
化

が
、

2
0

0
年

あ

ま
り

の
間

に
西

は
チ

ュ

コ
ト

カ
半
島

沿

岸
部

か
ら
東

は
グ

リ

ー

ン
ラ

ン
ド

ま

で
広
が

っ
た

。

と

こ
ろ
が
地

球

の
寒

冷
化

が
進

ん

だ
た

め

に
16
世
紀

ご

ろ

に
は
斉

一

的

な

文
化

は
地

域
ご

と

に
適
応

を
遂

げ
、

独
自

の
地

域

文
化

が
形
成

さ
れ

た
。

わ
れ

わ

れ
が

イ

ヌ
イ

ッ
ト
文
化

と

し

て
思

い
浮

か

べ
る
雪

の
家

、
石
製

ラ

ン
プ

、
犬

ぞ

り
な

ど

は
、

寒
冷

化

が
進

ん
だ
時

期

に

イヌイットの村

アラスカ

[リ レー連載]

先住民為ちの現在
<8>

カナダ西部極北地域
(北西準州)

カナダ

グリーン

ラン ド

丞ナ ヴィク

ケベヅク州.
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カ

ナ
ダ

の
中

部

お

よ
び

東

部

極

北
地

域

で
形

成

さ

れ

た

も

の

で
あ

る
。

そ
し

て
カ

ナ
ダ

の
極
北

地
域

各
地

の
イ

ヌ
イ

ッ
ト
は

16
世
紀

か

ら

20
世
紀

の
前

半

ま

で

に
欧

米
人

と
接

触

を
は

じ
め
、

20
世

紀

の
前

半

に

は
イ
ギ

リ

ス

の
国
策

会

社

で
あ

っ
た

ハ
ド

ソ

ン
湾

会
社

ら

と

ホ

ッ
キ

ョ
ク
ギ

ツ
ネ

の
毛

皮

の
交
易

を

は
じ

め
る
。

さ

ら

に
キ
リ

ス
ト

教

が
広

め
ら

れ
、

1

9
3

0
年
代

ま

で

に
は
ほ

と
ん

ど

の
カ
ナ
ダ

・

イ

ヌ
イ

ッ
ト

は

キ
リ

ス
ト
教

徒

に
改
宗

し

た
と

い
わ

れ

て

い
る
。

　
第

二
次

世

界
大
戦

が

終

わ
る

と
、
戦

略
的

に
重

要

で
あ

っ
た
極

北

地
域

に
は

レ
ー
ダ

ー
基

地
網

が
作

ら

れ
た
。

カ

ナ
ダ
政

府

は
イ

ヌ
イ

ッ
ト

へ
行

政

サ

ー
ビ

ス
を
効

率

よ
く
提

供

し
、
国

民
化

を
推

し
進

め

る
た
め

に
イ

ヌ
イ

ッ
ト
の
定

住
化

を
促

進

し
た
。

1

9

6
0
年
代

に

は
イ

ヌ

イ

ッ
ト

は
各

地

に
作

り
出

さ

れ
た

定

住

村

で
生

活

を

は
じ

め

、
そ

こ
を

拠
点

と
し

て
狩

猟

や
キ

ャ
ン
プ

に
出

か
け
る

よ
う

に
な

っ
た
。

ま
た

、

こ

の
時

期

に
は
滑

石
彫

刻

や
版
画

の
制

作

が
導

入
さ

れ

、
イ

ヌ
イ

ッ
ト

の
重

要
な

現
金

収

入

の
ひ
と

つ
に
な

っ
た
。

1

9

6
0
年
代

以

降

イ
ヌ

イ

ッ
ト
は
外

部

か
ら

入

っ
て
く

る
物
資

や
食

料

品

に
ま
す
ま

す
依

存
す

る

よ
う

に
な

り
、

現
金

を
必
要

と

す
る

よ
う

に
な

っ
た
。

　

1

9
7

5
年

に
は

ケ

ベ

ッ
ク
州

ヌ
ナ
ヴ

ィ

ク
地

域

の
イ

ヌ
イ

ッ
ト

が

、

1

9
9
3
年

に
は
旧
北

西
準

州

の
イ

ヌ
イ

ッ
ト

が

カ
ナ
ダ

政
府

と
先
住

民

の
諸
権

利

に
関

し

て
協

定

を
結
び

、
新

た

な
歴
史

を
歩

み

始

め

た
。

と
く

に
1

9
9

9
年

4
月

1
日

に

ヌ
ナ
ヴ

ー

ト
準

州

が
成

立

し

た

の
は
記
憶

に
新

し

い
。

イヌイット語を話す人々
Kishigami　 Nobuhiro

岸上伸啓

リ
レ
ー
連
載
▼
先
住
民
た
ち
の
現
在
⑧

　

わ

た
し

の
お

も
な

調
査
地

で
あ

る
ケ

ベ

ッ
ク
州
極

北
部

ヌ
ナ
ヴ

ィ

ク
地
域

の
現

在

の
生

活
を
紹

介

し

て

み
よ

う
。

イ

ヌ
イ

ッ
ト

が
季
節

的

な
移

動
生

活

を
や

め

て
か
ら

50
年

近
く

が

た
ち
、

人

口

の
3
分

の

2
以

上
は
産

院

で
生

ま
れ

た
人

々

で
あ

る
。
村

に
は
ケ

ベ

ッ
ク
住
宅

公

社

が
提
供

し

た

一
戸

建

て
住

宅

や
ア

パ
ー

ト
が
あ

り
、

イ

ヌ
イ

ッ

ト
は
賃

借

り
を

し

て

い
る
。

各
住

宅

は

カ
ナ
ダ

南
部

の
住

宅

と
基
本

的

に
は
同

じ

で
、

1
室

以

上

の
寝

室

、
居

間
、

台
所

、

バ

ス

・
ト

イ

レ
か

ら
な

る
。
暖

房
完

備
、

電
気

が

つ

い
て

お
り
、

水

は
定
期

的

に

ト
ラ

ッ
ク

で
給
水

さ

れ

て

い
る
。

キ

ャ
ン
プ

に
出

る
と

キ

ャ
ン
バ

ス

布

製

の

テ
ン
ト

や
イ
グ

ル
ー

(
雪

の
家

)

で
寝

泊
り

す

る

こ
と
は
あ

る
が
、

大
半

の
イ

ヌ
イ

ッ
ト
は

一
年

の
ほ
と

ん
ど
を

村

の
住

宅

で
過

ご

し

て

い
る
。
女

性

用

の
ね
ん

ね

こ
や
冬

季

の
外
着

で
あ

る
ダ

ッ
フ

ル

・
コ
ー

ト
を
除

け
ば

、

日
常
的

な

衣
類

の
大

半

は
、
小

売
店

や
通

信

販
売

で
購

入

さ
れ

た
既
製

品

で
あ

る
。

気
温

が

10
度
程

度

ま
で
上

昇

す

る
極
北

の
真

夏

に
は
、

ジ

ー

ン
ズ
、

ス

ニ
ー

カ
ー
、

T

シ

ャ
ツ

姿

の
イ

ヌ
イ

ッ
ト
を

見

か
け

る
こ

と
が
あ

る
。

た
だ

し
、

冬
季

に
狩

猟

や

キ

ャ

ン
プ

に
行

く
人

は
、

防

寒

性

に
富

む
毛

皮

服

や
ダ

ッ

フ

ル

・
コ
ー

ト
を
着

て

い
る
。

　

今

で
は
多

く

の
成

人

は
村

役

場
、

生
協

、
学

校
、

看
護

所
、

空
港

な
ど

で
仕

事

に

つ

い
て

い

る
。

賃

金

労

働

者

は
、
週

末

や
長

期

休

暇
、
仕

事

が
終

わ

っ
て

か
ら

の
時

間

を
利

用

し

て
ア
ザ

ラ

シ
や
カ

リ

ブ

ー

の
狩
猟

や

ホ

ッ
キ

ョ
ク
イ

ワ

ナ

の
漁

労

を
行

っ
て

い
る
。

も

っ

ぱ

ら

狩

猟

・
漁

労

の
み

に
従

事

し

て

い

る
人

は
、
中

高

年

者

に
多

9



い
。

か
れ

ら

は

滑

石
彫

刻

を

制

作

・
販

売

し

た

収

入

や

生

活

補

助

金

、
家

族

の
収

入

を
利

用
し

て

ガ
ソ

リ

ン
や
銃
弾

を
購

入

し
、
狩

猟

や
漁

労

を
行

な

っ
て

い
る
。

ハ
ン
タ

ー
は

と

っ
た
獲
物

を
売

る
こ

と

は
少

な

く
、

世
帯

を
別

に
す

る
家

族

や
親
戚

、
友

人

に
無
償

で
分
配

し

て

お
り
、

い
ま

で
も

助
け

合

い

の
精

神

は
健
在

で
あ

る

。
最
近

の

傾
向

と

し

て
、
春

や
夏

に
ー
か
月

以
上

の
キ

ャ
ン
プ

に
出

か
け

る
家

族

の
数

が

へ
り
、

キ

ャ

ン
プ

地
も

村

か
ら

「
小

型

エ
ン
ジ

ン
」
付

き

カ
ヌ

ー
で

2
時

間

以
内

の
近

場

に
キ

ャ

ン
プ

地

を
設

け
る

こ
と

が
多

く

な

っ
た
。

そ

の

一
方

で
、

ほ

か

の
村

や

モ
ン
ト
リ

オ
ー

ル
な

ど
を

飛
行

機

の
定

期
便

を
利

用
し

て
訪

ね

る

こ
と
が
多

く

な

っ
て
き

て

い

る
。
　
最

近

で

は
、
生

協

で
購
入

し

た
パ

ン
や

チ
キ

ン
、

ピ
ザ

、

ハ
ン
バ

ー
ガ

ー

な

ど

の
外

来

の
食

品

を
食

べ
る

こ
と

が

多

く

な

っ
て

き
た

が

、
イ

ヌ
イ

ッ
ト
が
好

む
食

べ
物

は
地

元

で
取

れ

る
魚

や

動
物

の
肉

で
あ

る
。

そ
れ
ら

を
煮

た
り

、
発

酵

さ
せ

た
り
、

干

し
た

り
、
生

の

ま

ま

で
食

べ
て

い
る
。
村

に
は
公

立

の
学
校

が

あ
り
、

幼
稚

園
児

か

ら
中

学
生

ま

で
が

月
曜

日

か
ら
金

曜

日
ま

で
通
学

し

て

い
る
。
学

校

で
は
、

英
語

や

フ
ラ

ン

ス
語

、
算

数
、

社
会

、

理
科
、

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ

ー

の
利
用

な
ど

の

ほ
か
イ

ヌ

イ

ッ
ト
語

や
イ

ヌ
イ

ッ
ト

文
化

も
教

え

ら
れ

て

い
る
。

　
村

で
は
衛

星
放

送
を
利

用

し

て
テ

レ
ビ
番

組

を
多
数

見

る

こ
と
が

で
き
、

カ

ナ
ダ

放

送

に
よ

る
イ

ヌ
イ

ッ
ト
語

と

英
語

の

ラ
ジ

オ
番
組

を
聴

く

こ

と
も

で
き

る
。

ほ
ぼ

す

べ
て

の
家

庭

に

は
電

話

が
あ

り
、

イヌイット語を話す人々

村
内

外

の
家

族

、
親

戚
、

友

人
と

の
連
絡

に
利

用

さ
れ

て

い
る
。

ま

た
、
村

の
中

に
あ

る
F

M
ラ
ジ

オ
放

送

が
、
村

人

の
間

の
情

報
交
換

で
盛

ん

に
利
用

さ

れ

て
い
る
点

が

ユ

ニ
ー

ク
で
あ

る
。
役

場

や
学
校

で

は
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
が

利

用
さ

れ

て

い
る
が
、

一
般
家

庭

ま

で
は

普

及

し

て

い
な

い
。

任
天

堂

や

ソ

ニ
ー

の

テ

レ
ビ

・
ゲ

ー

ム
で
遊

ん

で

い
る
子

供

た
ち
も

多

い
。

　

現
在

の
イ

ヌ
イ

ッ
ト

に
と

っ
て
重

要

な

の
は
、
復

活
祭

や

ク
リ

ス

マ
ス
な
ど

の
キ
リ

ス
ト
教

の
祭

事

で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
機

会

に

は
村

人

が
、
村

の
体

育

館

に
あ

つ
ま

り

、

ミ

サ

の
後

、
共

食

会

や
ダ

ン

ス

・
パ

ー
テ

ィ
ー
が

開
催

さ

れ
る
。

こ
こ

で
踊
ら

れ

る
ダ

ン

ス
は
、

ス

コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
流

の
フ

ォ
ー
ク
ダ

ン
ス

で
あ

る
。

こ
れ

は

ハ
ド

ソ

ン
湾
会

社

や
捕

鯨
船

の
乗

組
員

と

の
交
流

の
名

残

で
あ

る
。

　

イ

ヌ
イ

ッ
ト
は
、

マ
ス

メ
デ

ィ
ア
や
学

校
教

育

、

カ
ナ
ダ
南

部

か

ら
来

た
看

護
師

や
教

師

と

の
交

流

を
通

し

て
常

に
英
語

や

フ
ラ

ン

ス

語

に
接

し

て

お
り
、

多
言

語
世

界

で
生
活

を
営

ん

で

い
る
。

こ

の
状

況

は
、

母

語

の
保

全

に
と

っ
て
必
ず

し

も
よ

い
条

件
と

は

い
え
な

い

が
、

イ

ヌ
イ

ッ
ト
自

身

が
か

れ
ら

の
ア

イ
デ

ン
テ
ィ

テ
ィ

ー
の
保
持

に

は
母
語

が
不

可
欠

で
あ

る

こ
と

を
自
覚

し

て

お
り
、
多

く

の
家
庭

で

は
イ

ヌ
イ

ッ
ト
語

が

日
常
語

と

し

て
話

さ

れ

て

い
る
。

ま

た
、

先

住

民

の
権

利

と
し

て
、

イ

ヌ
イ

ッ
ト
語

を
学
校

教

育

の
制

度

を
利

用

し

て
子
供

た

ち

に
教

え

て

い
る
。
約

20
年

前

と
比

べ
る
と
、

子
供

た

ち
が

イ

ヌ
イ

ッ
ト
語

を

日
常
生

活

で
使

用
す

る
頻
度

が
多

く

な

っ
て

い
る
。
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◆イヌイット語の特色

　 シベ リア の東 端 部 か らア ラ ス カ、 カ ナ ダ

をへ て グ リー ンラ ン ドにい た る寒 冷 ツ ン ド

ラ地 域 に住 ん で い る人 々 の言 葉 は 「エ ス キ

モ ー語 」 と呼 ば れ てい る。 エ ス キモ ー語 の

話 者 は10万 人 ほ どで あ る。 この 言 葉 に は

多 数 の方 言 が あ るが 、 ア ラ ス カ南 西部 や ロ

シア の チ ュ コ トカ半 島 の 沿岸 部 で 話 され て

い るユ ピ ッ ク語 と、 ア ラス カ の北 西部 か ら

以 東 で話 され て い る イ ヌ ピア ック語 ・イ ヌ

イ ッ ト語 に 大 別 で き る。 現 在 、 約4万

5000人 の カ ナ ダ ・イ ヌイ ッ トの うち イ ヌ

イ ッ ト語 を話 す こ とが で き る者 は約3万 人

弱 で あ る。

　 イ ヌ イ ッ ト語(イ ヌ クテ ィ トゥッ ト)の

特徴 は、 い くつ もの接 尾 語 をつ けて1文 を

1つ の単 語 の よ うに して し ま う ことや 、雪

や 方 向 を示 す 単語 の よ う に狩 猟 生 活 に密接

に関係 す る語 彙 が 数多 く存在 して い る こ と

で あ る。 例 え ば、 ヌ ナ ヴ ィ ク地域 で は雪 の

総 称 は 無 い が、 「水 を作 る た め の 雪 」 を

「アニ ウ」、 「地 表上 の雪 」 を 「ア プ ッ ト」、

「溶 けつ つ あ る雪 」を 「マ ン グ ック」、 「降 る

雪 」 を 「カニ ク」 な ど とさ ま ざ まな状 態 を

あ らわ す 個 別 の 単 語 が15以 上 存 在 して い

る。

　 発 音 で は、 母 音 が 「i」、 「u」、 「a」 の3

つ しか な い。 また 、 フ ラ ンス 語 の咽 頭 音 の

「r」に似 て うが い をす る と きにの ど を震 わ

せ て 出 す 「r」音 や 、 の どの 奥 で 発 せ られ

る 「k」音 とい う難 しい子 音 が あ る。

　 挨 拶 言葉 は存 在 しな か った が 、例 え ば、

「朝 」 を意 味 す る 「ウラ ック」 を転 用 して 、

「お は よ う」 を意 味 す る 「ウ ラ ッ クー ト」

な どが 使 用 さ れ る よ うに な っ た 。 また 、

「ご 機 嫌 い か が で す か。」、 「は い、 元 気 で

す。」 とい う会 話 は、 「カ ヌ イ ッ ピ ッ ト?」 、

「カ ヌ イ ン ギ ツ ンガ 」 と表 現 され る が、 こ

れ を直 訳 して み る と 「病 気 です か?」 、 「病

気 で は あ り ませ ん」 とな る。 また 、 断 る場

合 、直 接 的 に 「ノ ー」 と は 言 わ ず 、 「ア ッ

チ ュ ー リ」(「わ か らな い 」)と 娩 曲 的 な表

現 を と る。20以 上 の 数 を表 現 す る単 語 は

な い た め、英 語 が 援 用 され て い る。
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